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原発性免疫不全症スクリーニング 
実証事業とJSIADによる精査後患者調査

日本免疫不全・自己炎症学会　新生児スクリーニングWG長 
防衛医科大学校　小児科 

今井耕輔

殺

CD8

飛

2024/3/4 
18:55-19:10 

(15’)
令和5年度 こども家庭科学研究費補助金 成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業  
新規疾患の新生児マススクリーニングに求められる実施体制の構築に関する研究班 

代表：但馬剛先生
TREC・KREC・SMA検査センター 

（かずさDNA研究所・積水・島津、など）
マススクリーニング検査施設 
（岐阜公衛研・道薬研など）

濾紙血を採取

国産PCRスクリーニング法の体制整備

報告

産科施設

現行のマス・スク
リーニング検査

濾紙血を送付

正常値 異常値 
→再検

再採血の依頼

qPCR 
(TREC/KREC/SMN1)

1スポット同意書の整備 

産科の了解 

自治体の了解 

検査施設の協力 

費用の確保

技術移転

日本免疫不全・ 
自己炎症学会(JSIAD)

連携施設

再採血(PBMC 1ml)
診察 

免疫学的・神経学的検査

遺伝子検査 
（保険適用）

PID・SMA確定診断・治療

受診

日本小児神経学会 
専門医施設

7演者作成

拡大スクリーニング実施状況
2024年1月31日現在

日本マススクリーニング学会技術部会
定量PCR精度管理検討グループ

公費助成あり
（一部を含む）

対象疾患 PID
都道府県 40

PID-NBS全国の状況
2017.4：愛知 
2019.2：熊本 
2019.4：CReARID (埼⽟・千葉・群⾺の⼀部など13⾃治体) 
2020.4：宮崎 
2020.5：千葉 
2020.8：⼤阪市・⼤阪府 
2020.11：北海道 
2020.11：新潟 
2021.1：宮城 
2021.4：岐⾩・兵庫・（佐賀：⼀部） 
2021.5：島根 
2021.10：愛媛 
2022：栃⽊、茨城、神奈川、⼭形、広島、⿅児島、⻑崎、
⽯川、⻑野 
2023：佐賀、東京、福岡、秋⽥、岩⼿、福島、三重、⾹
川、徳島、⾼知、福井、⻘森、静岡、滋賀、和歌⼭ 
2024：奈良 
（準備中：10：埼⽟、⼭梨、群⾺、富⼭、京都、⿃取、岡
⼭、⼭⼝、⼤分、沖縄）

AMED研究

www.pid-nbs.jp

3

2021年の検査数(2022/2/2 NHK放送に向けた調査時） 
＝145,809件/355,541(出生地域の41%)/840,832全国出生(17%) 
2022年の検査数@AMED方式5道府県：85243/ 97832 (87.1%)

/47+3

2024/1/31 
⽇本マススクリーニング学会 
技術者部会まとめ＋私信 
https://www.jsms.gr.jp/contents04-02.html

公費化：7：熊本、栃⽊、佐賀、 愛媛、  
安曇野（⻑野）、⾼崎（群⾺）、 
⾼取（奈良）

厚生労働大臣へPIDスクリーニング実施体制整備・普及に関する
３学会からの要望書提出：2020/12/25

2023年度～自治体独自に公費化開始 
（熊本県・安曇野市・佐賀県・栃木県・高崎市）
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日本免疫不全・自己炎症学会(JSIAD)およびPIDつばさの会から、
こども家庭庁大臣への公費化要望書の提出

拡大新生児スクリーニング実証事業

◆ 事業内容
都道府県、指定都市においてモデル的に２疾患（SCID、SMA）を対象とするマススクリーニング検査を実施し、国の調査研究（こども家庭科学研
究）と連携・協力（必要な検査データや情報の提供など）を行う。

令和５年度補正予算：10億円

○ 新生児マススクリーニング検査（先天性代謝異常等検査）については、現在、都道府県・指定都市において20疾患を対象にマススクリーニング検査が
実施されているところであるが、近年、治療薬の開発等により、対象疾患の追加の必要性が指摘されていることから、令和５年度より国において調査研究
（こども家庭科学研究）を実施し、対象疾患を追加する場合の検査・診療体制や遺伝子カウンセリングの課題に関する対応策を得ることとしている。こうし
た中で、都道府県・指定都市においてモデル的に２疾患（SCID、SMA （※） ）を対象とするマススクリーニング検査を実施し、国の調査研究と連携・協
力（必要な検査データや情報の提供など）を行うことで、マススクリーニング検査の対象疾患の拡充に向けた検討に資するデータを収集し、その結果を踏ま
え、全国展開を目指す。

◆ 実施主体：都道府県、指定都市
◆ 補 助 率 ：国1/2、都道府県、指定都市1/2

３ 実施主体等
◆ 補助単価案：こども家庭庁が必要と認める額

※検査に関する説明等を含む。

４ 補助単価案

【国の調査研究（こども家庭科学研究）】令和５～７年度
・地域における検査・診療体制、精度管理、遺伝カウンセリング等の整備の状況の把握
・保護者向けの情報提供資材又は説明文書の作成 など

保護者
（新生児）

医療機関 検査機関

都道府県等

検査の委託

①検査内容の説明
（検査結果の調査研究
への活用の同意取得）

②採血

⑤検査結果の説明

③検体の送付

④検査結果

連携・協力（必要な検査データや情報の提供など）

【新生児マススクリーニング
検査に関する実証事業】 ＜実証事業の実施要件＞

・保護者に対し、検査内容の説明を行うとと
もに、検査結果を国の調査研究に活用する
ことについての同意を取得すること。

・国の調査研究と連携・協力（必要な検査
データや情報の提供など）を行うこと。

・陽性となった場合に、保護者に対する検査
結果の説明やカウンセリング、新生児の治
療を実施できる体制を整備していること。 等

新生児マススクリーニング検査に関する実証事業
１ 事業の目的

２ 事業の概要・スキーム

（※）SCID（重症複合免疫不全症）：免疫細胞の機能不全により免疫力が低下し、出生直後から重篤な感染症を繰り返す疾患。
SMA（脊髄性筋萎縮症）：脊髄の運動神経細胞の異常のため、筋力低下、歩行障害、呼吸障害をきたす遺伝子疾患。

5

成育局 母子保健課

https://www.cfa.go.jp

2023/11/29 
R5年度補正予算成立 新生児マススクリーニング検査に関する実証事業

実証事業の実施体制

都道府県・指定都市

分娩取扱医療機関等 検体検査機関

こども家庭科学研究（新規疾患の新生児マススクリーニングに求められる実施体制の構築に関する研究）【令和５～７年度】
・対象疾患を追加する場合の検査・診療体制や遺伝カウンセリングにおける課題に関する対応策を得るための科学研究を実施

連携・協力（必要な検査データや情報の提供など）

精査医療機関

②指定

②２疾患（SCID,SMA）の検査を実
施できる検体検査機関を指定する。

※ 原則として、現在の20疾患の検査を実施して
いる全ての分娩取扱医療機関等で2疾患の検査を
実施する

※ 現在の20疾患の検体検査機関で一括して検査を
行う体制構築が望ましい。

※  20疾患の検査と共通のろ紙を用いるなど、20疾
患と連動して検査を実施する。

①同意の取得等の依頼 ③指定

①分娩取扱医療機関等に対し、２疾
患（SCID,SMA）の検査について、以
下のアイを保護者に説明し、同意の
取得をすることを依頼する。
ア 実施する2疾患の検査の内容
イ 検査結果（精密検査結果を含む）
が研究班に報告されること

③２疾患（SCID,SMA）の検査の陽
性者への精密検査等を実施する精
密医療機関を指定する。
※ 精密検査機関の選定に際しては、以下を考慮し
て決定すること。

①2疾患の精密検査を実施できるとともに、精密検
査の内容や結果について適切な説明を行う体制
②陽性だった新生児の保護者などに対して遺伝カ
ウンセリングを実施できる体制
③陽性だった新生児に対して遅滞なく治療を実施
できる体制（治療を実施できない場合、治療可
能な医療機関を紹介できること）

※複数の医療機関の指定や、
域外の医療機関の指定も可能

※ 上記の体制構築について、地域の医療機関や検体検査機関、医師会等の関係団体等と協議し、連携を行うこと（新生児マススクリーニング連絡協議会等の場の活用も検討すること）
※ 検査の結果２疾患に関する異常又は疑いが認められた場合、分娩取扱医療機関等を通じて、保護者に精査医療機関の紹介等を行うとともに、保健所へ連絡する等事後指導に万全を期すこと
※ 保護者及び新生児が、里帰り出産や転居した場合であっても、検査結果を伝えられるような連絡体制をとり、異常等が認められた場合には、適切な医療機関の受診を促すこと

但馬班
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分娩取扱医療機関等 検体検査機関
（指定）

精査医療機関
（指定）保護者

（新生児）

①2疾患の検査内容
等の説明、同意取得、
採⾎による検体採取
国が⽰す「説明同意書」及
び「説明用リーフレット」
を参考に実施。

②「検体」及び「同
意書」の送付

③２疾患の検査結果

分娩取扱医療機関等

④検査結果の説明

⑤精査医療機関の紹介

⑥精査医療機関の受診

⑦精密検査（検査内容・結果の説明）の実施、遺伝カウンセリングの実施、２疾患の治療の実施

検体検査機関
（指定）

精査医療機関
（指定）

２疾患（SCID,SMA）の新生児マススクリーニング検査のモデル的な実施１

２疾患（SCID,SMA）の検査結果等の報告２

全ての保護者（新生児）

同意書検体

検査結果が陽性だった
保護者（新生児）

都道府県
指定都市

こども家庭庁
（⺟⼦保健課）

こども家庭科学研究
（新規疾患の新生児マス
スクリーニングに求めら
れる実施体制の構築に関
する研究）

①新生児マススクリー
ニング検査の検査結果
等（同意を取得している
もの）を報告

②精密検査の検査結果
等（同意を取得している
もの）を報告

③報告のあった①②
の検査結果等（同意
を取得しているもの）
を報告

国が⽰す「調査票」に必要
事項を記載し、３か⽉ごと
に報告。

（上記の報告後に、新たな
情報が得られた場合（精密
検査の結果が判明したな
ど）は、次の報告時に更新
して報告）

実証事業によ
り、対象疾患
の拡充に向け
た検討に資す
るデータや情
報を収集

その結果を踏
まえ、２疾患
を対象とする
検査の全国展
開を⽬指す

実証事業の実施フロー

　実証事業　共通チラシ・説明同意書
【別添様式１】 

 

新生児マススクリーニング検査に関する実証事業 

新生児マススクリーニング検査の対象疾患に 

脊髄性筋
せきずいせいきん

萎 縮 症
いしゅくしょう

（SMA）・重
じゅう

症
しょう

複
ふく

合
ごう

免
めん

疫
えき

不
ふ

全
ぜん

症
しょう

（SCID）を追加する 

実証事業への参加についての説明書 

 

●●都/道/府/県/市では、国（（こども家庭庁）が実施する「新生児マススクリーニング検

査に関する実証事業」に参加することになりました。この事業は、これまで実施されてきた、

20 疾患を対象とする「新生児マススクリーニング検査」において、新たに２つの疾患（脊髄

性筋萎縮症（（SMA）、重症複合免疫不全症（（SCID））を対象に追加して、実証を行うものです。 

２つの疾患の新生児マススクリーニング検査の実証データ（（検査数や陽性者数などの個人

が特定されないデータ）をこども家庭庁と、こども家庭庁の研究班（（こども家庭科学研究（但

馬班＊）に提供することで、全国の赤ちゃんが２つの疾患の新生児マススクリーニング検査

を受けられるようにするための検討に活用されます。 

*こども家庭科学研究費補助金成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業「新規疾患の新生児

マススクリーニングに求められる実施体制の構築に関する研究」研究代表者:但馬剛、国立

成育医療研究センター 

 

１．新生児マススクリーニング検査とは 

この検査は、生後 5日目頃の赤ちゃんからごく少量の採血を行い、その血液を分析し、赤ちゃ

んに先天性の代謝異常疾患等の重篤な病気がないかを調べる検査です。発症前に発見して、

治療を早期に開始することにより障害の発生を予防することを目的としています。 

 

２．主な検査の対象疾患 

新生児マススクリーニング検査は、これまで、先天性甲状腺機能低下症、先天性副腎過形成症、

ガラクトース血症、アミノ酸代謝異常症、有機酸代謝異常症、脂肪酸代謝異常症などの２０疾患

を対象として行われてきました。 

今回の実証事業では、以下の 2 疾患が加わります。 

・脊髄性筋
せきずいせいきん

萎縮症
いしゅくしょう

/ spinal muscular atrophy (SMA) 

・重症
じゅうしょう

複合
ふくごう

免疫
めんえき

不全症
ふぜんしょう

/severe combined immunodeficiency (SCID) 

SMAは全身の筋力が低下する病気で、2万人に1人が発症します。SCIDは5万人に1人が発症

するとされ、免疫が働かないため重い感染症にかかりやすい疾患です。いずれも治療しな

ければ、1～2歳までに亡くなる可能性があります。SMAは近年、早期に治療薬を投与すれば

発病の抑制や運動機能の改善が期待できるようになりました。SCIDは免疫の働きをする細

胞を生み出す「造血細胞移植（骨髄移植、臍帯血移植）」で、ほぼ根治できます。疾患に

関する詳しい情報は下記をご覧下さい。 

 

 

新生児
マススクリーニング検査
に関する実証事業

うまれたばかりの赤ちゃ
んが生まれつき重い病気に
かかっていないかを採血で
調べる検査（新生児マスス
クリーニング検査）につい
て、新たに２つの病気を対
象とする国の実証事業がは
じまりました。

●●病院
▲▲科

〒住所

TEL（直通）

※出産した医療機関の情報を記載して
ください

事業の目的

脊髄性筋萎縮症（SMA）と重症複

合免疫不全症（SCID）の２つの病気

について、新たに新生児マススクリー

ニング検査の対象とする実証を行い

ます。 国の研究班と連携することで、

全国で生まれた赤ちゃんが新たな新

生児マススクリーニング検査を漏れ

なく受けられることを目指します。

せきずいせいきんいしゅくしょう じゅうしょうふく

ごうめんえきふぜんしょう

【別添様式２】
現在、先天性代謝異常症などの20種類の病気

について公費で新生児マススクリーニング検査

が行われ、早期発見・早期治療につながっていま

す。本事業では、以下の２つの病気を新たに追

加します。

① 脊髄性筋萎縮症（SMA）

②重症複合免疫不全症（SCID）

病気の早期発見・早期治療

につなげるため、できるだけ

多くの赤ちゃんに検査を受

けることをお勧めします。

検査の方法
生後５日目頃の赤ちゃんの足

の裏から採取したごく少量の血
液をろ紙にしみこませて検査します。

現在の20種類の病気の検査に用い
ているろ紙血を使用するので、赤
ちゃんに新たな負担はありません。

疑問や不安がありましたら
下記にご相談ください。

●●病院●●

〒住所

TEL（直通）
担当：●●医師、△△医師

小児科専門医・小児神経専門医・

臨床遺伝専門医

全身の筋力低下が進行し、治療しないと乳児期に亡くなることもある病気です。大多数は

乳児期に発症します。出生２万人あたり１人の割合でSMAをもつ赤ちゃんが生まれるとさ

れています。

核酸治療薬や、遺伝子治療を用いて、有効な治療を行う事が可能です。

詳しくは、ホームページをご覧下さい。

（https://www.sma-rt.org/sma.html）

乳幼児期から感染症を繰り返し、治療しないと乳児期に亡くなることもある病気で、

生まれつきの免疫不全症の中で最も重症な病気です。出生５万人あたり１人の割合で

SCIDをもつ赤ちゃんが生まれるとされています。

免疫グロブリンの注射や、抗菌薬などで感染症を予防しつつ、臍帯血移植や骨髄移植

で根治することが可能です。

詳しくは、ホームページをご覧下さい。

（https://pidj-nbs.jp/scid.html）

せきずいせいきんいしゅくしょう

じゅうしょうふくごうめんえきふぜんしょう

※追加の２疾患についても公費で実施されます。

せんてんせいたいしゃいじょうしょう

いでんしちりょうかくさんちりょうやく

さいたいけついしょく こつずいいしょく

検査の結果
結果は、陽性（疾患の可能性が

ある）・再検査・陰性（疾患の可
能性が低い）で判定されます。

すぐに診断・治療ができる施設の
医師に受診していただき、採血等で
の精密検査や根治治療が必要となる
ことがあります。

この検査で陽性となった場合

日本免疫不全・自己炎症学会 
新生児スクリーニングWG

本邦における重症先天性免疫異常症に対する
新生児マススクリーニング検査の多施設共同研究

Multicenter Study of Newborn Screening programs 

for severe Inborn errors of immunodeficiency in Japan

研究代表者 防衛医科大学校　小児科学　今井耕輔

研究分担者 名古屋大学小児科　村松秀城、若松学

JSIAD　新生児スクリーニングWG

（山田雅文、植木 将弘、笹原洋二、森谷邦彦、大西秀典、八角高裕、岡田賢、水上

智之）
日本マススクリーニング学会　技術者部会

花井潤師、石毛信之
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本邦におけるSCIDやXLAなどの重症先天性免疫異常症の発生頻度、およ
びその臨床像を明らかにすることを主な目的とし、今後の効果的な診断
と治療法を提供することを目指す。

また、新生児マススクリーニング検査にて同定した重症先天性免疫異常
症の患者が、増加することが見込まれ、そのような児に対するフォロー
アップのガイドライン策定につながる研究と考えられる。

目的

(1) 各自治体における検体検査機関 (マススクリーニング検査施設）を研究協力機関として、
アンケート調査を実施し、全体の検査数・精密検査数等を把握する。

(2) 各自治体が提携する精査医療機関（共同研究機関/JSIAD連携施設）に対して、個々の症
例に対するアンケート調査を実施し、臨床像のさらなる追跡を実施する。

ろ紙

結果

コンサルト
精査依頼

結果

検体検査機関 精査医療機関

防衛医科大学校　今井耕輔 
名古屋大学小児科　村松秀城、若松学 

JSIAD-NBS-WG

アンケート調査票の配布 調査票の返送
(1)

研究方法

研究協力機関 共同研究機関

2023 年 10 ⽉ 15 ⽇_ver1. TRECKREC アンケート調査_検査施設⽤アンケート調査票 

本邦における先天性免疫異常症に対する 

新⽣児マススクリーニング検査の多施設共同研究 
１． 検査施設名（XXXXXXXXXXXXXXXXXXX） 
２． 郵便番号・施設所在地（〒XXXXXXX・XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX） 

 
３． 連絡責任者名（XXXXXXX・[メールアドレス：XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX]） 

 
４． TREC スクリーニング検査の開始時期 ⻄暦（XXXX）年（XX）⽉ 
５． KREC スクリーニング検査の開始時期 ⻄暦（XXXX）年（XX）⽉ 

 
６． TREC（もしくは KREC）測定キットの名称（もし 2 種類以上使⽤歴あれば、②以降に記載） 

①キット名（XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX） 使⽤時期（XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX） 
②キット名（XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX） 使⽤時期（XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX） 
 

７． 2024 年 3 ⽉ 31 ⽇までに、TREC/KREC 新⽣児マススクリーニングを実施数 
 TREC と KREC を

同時に測定（例） 
TREC のみ測定

（例） 
KREC のみ測定

（例） 
2019/4/1 ~ 2020/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 
2020/4/1 ~ 2021/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 
2021/4/1 ~ 2022/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 
2022/4/1 ~ 2023/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 
2023/4/1 ~ 2024/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 

 
８． 異常値（Positive value)の基準値（もしカットオフの変更歴あれば、②以降に記載） 

 
TREC カットオフ値 
① TREC カットオフ値（XXXXXXX）（単位[XXX]）使⽤時期（XXXXXXXXXXXXXXXXXX） 
② TREC カットオフ値（XXXXXXX）（単位[XXX]）使⽤時期（XXXXXXXXXXXXXXXXXX） 
 
KREC カットオフ値 
① KREC カットオフ値（XXXXXXX）（単位[XXX]）使⽤時期（XXXXXXXXXXXXXXXXXX） 
② KREC カットオフ値（XXXXXXX）（単位[XXX]）使⽤時期（XXXXXXXXXXXXXXXXXX） 
 
 
 
 

2023 年 10 ⽉ 15 ⽇_ver1. TRECKREC アンケート調査_検査施設⽤アンケート調査票 

 
９． 緊急的対応を要する (Urgent positive value）の基準値   

 
Urgent positive value の使⽤ □あり、□なし（ありの場合には、下記を記載） 
① TREC カットオフ値（XXXXXXX）（単位[XXX]）使⽤時期（XXXXXXXXXXXXXXXXXX） 
② TREC カットオフ値（XXXXXXX）（単位[XXX]）使⽤時期（XXXXXXXXXXXXXXXXXX） 
 
Urgent positive value の使⽤ □あり、□なし（ありの場合には、下記を記載） 
① KREC カットオフ値（XXXXXXX）（単位[XXX]）使⽤時期（XXXXXXXXXXXXXXXXXX） 
② KREC カットオフ値（XXXXXXX）（単位[XXX]）使⽤時期（XXXXXXXXXXXXXXXXXX） 
 

１０． 2024 年 3 ⽉ 31 ⽇までの再採⾎による再検査数  
 

 TREC のみ陽性
（例） 

KREC のみ陽性
（例） 

TREC と KREC 
ともに陽性（例） 

2019/4/1 ~ 2020/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 

2020/4/1 ~ 2021/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 

2021/4/1 ~ 2022/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 

2022/4/1 ~ 2023/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 

2023/4/1 ~ 2024/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 

 
１１． 2024 年 3 ⽉ 31 ⽇までの精密検査の対象症例数 

 

 TREC のみ陽性
（例） 

KREC のみ陽性
（例） 

TREC と KREC 
ともに陽性（例） 

2019/4/1 ~ 2020/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 

2020/4/1 ~ 2021/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 

2021/4/1 ~ 2022/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 

2022/4/1 ~ 2023/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 

2023/4/1 ~ 2024/3/31 （XXXXXXX） （XXXXXXX） （XXXXXXX） 

 
⽂責 防衛省 防衛医科⼤学校⼩児科学・教授・今井 耕輔 （代筆 若松 学） 

下記のメールアドレスまで返信、もしくは郵送ください 
waka.manabu@med.nagoya-u.ac.jp 

住所 名古屋市昭和区鶴舞 65  直通電話番号 052-744-2145  FAX 番号 052-744-2161 

検査施設用調査表

(1) 各自治体における検体検査機関 (マススクリーニング検査施設）を研究協力機関として、
アンケート調査を実施し、全体の検査数・精密検査数等を把握する。

(2) 各自治体が提携する精査医療機関（共同研究機関/JSIAD連携施設）に対して、個々の症
例に対するアンケート調査を実施し、臨床像のさらなる追跡を実施する。

ろ紙

結果

コンサルト
精査依頼

結果

検体検査機関 精査医療機関

研究方法

研究協力機関 共同研究機関

調査票の返送

アンケート調査票
の配布

(2)

防衛医科大学校　今井耕輔 
名古屋大学小児科　村松秀城、若松学 

JSIAD-NBS-WG
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精査施設用調査表2023 年 10 ⽉ 15 ⽇_ver2._精密検査施設⽤アンケート調査票②_(UPN-XXXXXX) 

1 
 

臨床情報のアンケート調査⽤紙 
本邦における先天性免疫異常症に対する新⽣児マススクリーニング検査の多施設共同研

究 
XXXXXX  XXXXXX 先⽣ 御机下   メールアドレス XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 
匿名化番号： UPN-XXXXXX 
検査実施施設：XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 
⽣年⽉⽇  ：⻄暦  XXXX 年 XX ⽉ XX ⽇,  検査実施⽇： ⻄暦  XXXX 年 XX ⽉ XX ⽇   
在胎週数：在胎 XX 週, 性別 □男児 □⼥児 
 

最終診断：□重症複合免疫不全症（SCID） □X 連鎖性無ガンマグロブリン⾎症（XLA）  
     □その他 

その他を選んだ場合 
□Complete DiGeorge syndrome □Partial DGS  □CHARGE 症候群 
□他の免疫異常症（診断名：XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX） 

   
原因遺伝⼦の同定； □あり □なし,    接合性； □ホモ  □ヘテロ  □ヘミ 

ありの場合には、同定した遺伝⼦変異 
（XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX[例；IL2RG 遺伝⼦, NM_000206.3, c.365G>A, p.R121L]） 
  
染⾊体検査結果(G-band))：XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 
FISH 検査：22q11.2 領域⽋失  □あり  □なし 
⺟乳投与の有無 □あり  □なし 
サイトメガロウイルス感染   □あり  □なし 
 

診断時の TREC 値：（XXX）（単位[XXX]）, KREC 値：（XXX）（単位[XXX]） 
 
免疫学的機能評価： 
⽩⾎球数（絶対数[/µL]）（XXXXXX）, リンパ球数（絶対数[/µL]）（XXXXXX）, 
CD3-T 細胞数（絶対数[/µL]）（XXXXXX）, CD4-T 細胞数（絶対数[/µL]）（XXXXXX）,  
CD8-T 細胞数（絶対数[/µL]）（XXXXXX）, CD19-B 細胞数（絶対数[/µL]）（XXXXXX）, 
ナイーブ T 細胞（絶対数[/µL]）（XXXXXX） [貴施設のナイーブ T 細胞の定義：
XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX] 
IgG（mg/dL）（XXXXXX）, IgA（mg/dL）（XXXXXX）, IgM（mg/dL）（XXXXXX） 
ガンマグロブリン補充の有無 ：□あり □なし  

 

同種移植の有無 ：□あり □なし 
同種移植⽇ ：XXXXX 年 XXXXX ⽉ XXXXX ⽇ 
移植細胞源 ：□UR-BMT  □UR-PBSCT  □UR-CBT  □R-BMT  □R-PBSCT 
HLA(DNA typing 8/8) ：□matched(8/8) □mismatched（8/8 以外） 

2023 年 10 ⽉ 15 ⽇_ver2._精密検査施設⽤アンケート調査票②_(UPN-XXXXXX) 

2 
 

同種移植前処置 ：□BU + FLU   □その他 
その他、を選んだ場合に使⽤した前処置薬剤 
１．（XXXXXXXXXXXX） 
２．（XXXXXXXXXXXX） 
３．（XXXXXXXXXXXX） 
 

BU-PK study ：□あり □なし（BU 使⽤例のみ） 
GVHD予防法 ：□FK+MTX □CyA+MTX  

□その他（            ） 
 

aGVHD ：□なし  □Ⅰ  □Ⅱ  □Ⅲ  □Ⅳ  
aGVHD の発症⽇：⻄暦 XXXX 年 XX ⽉ XX ⽇ 

cGVHD ：□なし   □Limited   □Extensive  
cGVHD の発症⽇：⻄暦 XXXX 年 XX ⽉ XX ⽇ 

⽣着（好中球） ：□あり □なし  
⽣着⽇：⻄暦 XXXX 年 XX ⽉ XX ⽇ 

移植後キメリズム ：□ドナー95%以上 □ドナー95%未満 
再移植の有無 ：□あり □なし  

ありの場合は、再移植⽇：⻄暦 XXXX 年 XX ⽉ XX ⽇ 
再移植の理由（XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX） 

移植後のガンマグロブリン補充の有無：□あり □なし  
            最終ガンマグロブリン補充⽇：⻄暦 XXXX 年 XX ⽉ XX ⽇ 
最終転帰 ：□⽣存 □死亡 
死因 ：□⽣着不全 □GVHD  □感染症   

□その他（詳細：XXXXXXXXX） 
最終観察⽇（死亡⽇） ：⻄暦 XXXX 年 XX ⽉ XX ⽇ 
お忙しい中、ありがとうございました。記載後、郵送ないしメールに添付いただけますでしょうか。 

⽂責 防衛省 防衛医科⼤学校⼩児科学・教授・今井 耕輔 （代筆 若松 学） 
waka.manabu@med.nagoya-u.ac.jp 

住所 名古屋市昭和区鶴舞 65 直通電話番号 052-744-2145 FAX 番号 052-744-2161 

研究計画（タイムスケジュール）

PIDJ研究：全国約100施設の専門施設が参加 
5000例以上登録

Primary 
Immunodeficiency 
Database 
in Japan 
2008~

日本免疫不全・自己炎症学会（JSIAD）連携施設・共同研究施設

20

連携施設　90施設 
学会員、診療実績、遺伝カウンセリング
体制があり、学会が認定した連携施設

共同研究施設　72施設 
倫理審査を実施し、PIDJ2の共同研究施設
として承認された施設

PIDJ2：EDCシステム@

難プラ：ID発行：63施設

2

https://jsiad.org/pidj/
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匿名データ・病名等移行済データ移行予定

PIDJ2入力サイト

22

個人情報

同意情報

現病歴

IEI国際分類

臨床診断名

遺伝子診断

既往歴

感染歴
関連症状 
・自己免疫・自己炎症・
アレルギー・皮膚・眼・
口腔粘膜・消化器・血液・ 
心血管・呼吸器・内分
泌・代謝・腎・神経・
筋・骨格・関節・悪性腫
瘍

検査歴・内視鏡・FACS

治療歴・移植歴・手術歴

QOL：EQ-5D/-5L

厚労省研究班 
こども家庭庁研究班 
AMED他事業への活用 航空公園＠2022/11

https://pid-nbs.jp
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